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	応用
	抗原情報
	背景
	トランスグルタミナーゼは、ε-γグルタミルリジンイソペプチド結合によるタンパク質の架橋を触媒する酵素です。トランスグルタミナーゼの一次構造は保存されていませんが、活性部位のアミノ酸配列はすべて同じであり、その活性はカルシウム依存的です。この遺伝子によってコードされるタンパク質はモノマーとして作用し、レチノイン酸によって誘導され、アポトーシスに関与していると考えられます。そして、コードされるタンパク質はセリアック病に関与する自己抗原です。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：タンパク質グルタミン + アルキルアミン = タンパク質 N(5)-アルキルグルタミン + NH(3).,補因子：サブユニットあたり1個のカルシウムイオンを結合する.,疾患：TGM2の欠陥は、早期発症型2型糖尿病に関与する.,機能：タンパク質の架橋およびポリアミンとタンパク質の結合を触媒する.,誘導：レチノイン酸による.,オンライン情報：組織トランスグルタミナーゼのエントリー,類似性：トランスグルタミナーゼスーパーファミリーに属する。トランスグルタミナーゼファミリー.,サブユニット：モノマー.,
	研究分野
	ハンチントン病;
	画像データ
	

	トランスグルタミナーゼ2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	トランスグルタミナーゼ2抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TGase2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト胎盤の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200（4°、一晩）に希釈した。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用した。3、二次抗体を1:200（室温、30分）に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト胎盤の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200（4°、一晩）に希釈した。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用した。3、二次抗体を1:200（室温、30分）に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト胎盤の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200（4°、一晩）に希釈した。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用した。3、二次抗体を1:200（室温、30分）に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト子宮内膜の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200（4°、一晩）に希釈した。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200（室温、30分）に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト子宮内膜の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200（4°、一晩）に希釈した。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200（室温、30分）に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト子宮内膜の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200（4°、一晩）に希釈した。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200（室温、30分）に希釈した。

